
 

下
町
の
人
々
は
昔
よ
り
洋
菓
子
よ
り
小
豆
あ
ん
類
の
和
菓
子

が
好
き
で
し
た
。
コ
ツ
通
り
だ
け
で
も
兎
月
堂
、
明
治
屋
、
伊

勢
屋
、
菊
本
、
鈴
木
（
天
王
さ
ま
か
ら
）
と
数
多
く
の
和
菓
子

屋
が
あ
り
ま
し
た
。
南
千
住
駅
前
の
洋
菓
子
店
ス
ヴ
ニ
ー
ル
さ

ん
は
、
元
は
和
菓
子
屋
の
伊
勢
屋
さ
ん
で
す
。
時
代
の
流
れ
に

対
応
し
て
洋
菓
子
屋
と
し
て
大
発
展
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー

や
カ
レ
ー
等
を
扱
っ
て
い
る
ア
イ
ル
ト
ン
カ
フ
ェ
さ
ん
も
元
は

果
物
屋
さ
ん
で
し
た
。
南
千
住
は
少
し
前
ま
で
職
人
と
労
働
者

の
町
で
し
た
。

南
千
住
駅
東
側
は
国
鉄
の
用
品
庫
が
あ
り
、
東
京
ガ
ス
寄
り

に
は
石
炭
と
コ
ー
ク
ス
を
町
へ
届
け
る
馬
車
屋

が
多
く
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。
隅
田
川
駅
に

貨
車
と
船
で
集
ま
っ
て
来
る
石
炭
な
ど
の
荷
揚

げ
に
は
人
の
力
が
必
要
で
沢
山
の
男
女
の
労
働

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
南
千
住
は

ド
ヤ
や
め
し
屋
が
発
展
し
酒
「
焼
酎
」
が
大
量

に
売
れ
る
町
に
な
り
ま
し
た
。
朝
四
時
半
頃
に

な
る
と
手
配
師
が
現
れ
て
各
仕
事
場
へ
の
仕
事

の
斡
旋
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
大
阪
の
西
成
地
区
、
横
浜
の
寿

町
、
東
京
の
山
谷
が
日
雇
い
労
働
者
の
集
ま
る
場
所
で
し
た
。

一
時
、
不
穏
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
貧
し
い
な
が
ら
も
み
ん

な
平
和
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
ド
ッ
グ
が
埋
め
た
て
ら
れ
、

日
紡
、
鐘
紡
、
日
本
石
油
が
無
く
な
り
、
南
千
住
は
人
口
二
万

人
の
住
宅
地
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
汐
入
は
小
中
学
生
の
い
る

世
帯
が
多
く
な
り
、
当
初
の
小
中
学
校
の
計
画
を
大
幅
に
変
更

し
ま
し
た
。
十
年
も
す
る
と
高
齢
者
の
町
へ
と
変
化
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。
他
地
区
か
ら
老
若
男
女
が
集
ま
る
仕
掛
け
を
住
民

が
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

私
は
八
十
四
歳
で
す
。
二
年
前
に
緑
内
障
に
な
り
、
左
目
が

失
明
し
て
困
っ
て
い
ま
す
が
、
元
気
に
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。コ

ツ
通
り

杉
山
六
郎

☆六郎が語る☆
南千住一口話

第216回

吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

７
月
27
日
（
土
）
、
28
日
（
日
）
に
滋
賀
県
彦
根

市
の
琵
琶
湖
東
岸
で
行
わ
れ
た
「
第
42

回
鳥
人

間
コ
ン
テ
ス
ト
2019

」
の
滑
空
機
部
門
に
、
高
専
の

人
力
飛
行
機
研
究
部

Team

ЯT
R

が
出
場
し
ま
し

た
。台

風
６
号
の
影
響

に
よ
る
悪

天
候

の
中
、
力

強
い
フ
ラ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
み
ご
と
THE

B
E

S
T

B
I
R
D
M
A
N
賞
と
彦
根
市
長
賞
を

W
受
賞
し
ま
し
た
！
！
《
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
公

式
Twitter
》
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

機
体
の
大
部
分
を
占
め
る
主
翼
は
、
翼
幅
が

大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
飛
行
性
能
が
良
く
な
る

の
で
、
い
か
に
剛
性
・
強
度
を
失
う
こ
と
な
く
、

長
い
翼
が
出
来
る
か
が
成
功
の
元
で
す
。

大
会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
は
、
以
下
の
文
章
が

載
っ
て
い
ま
す
。
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
機
体
で
、

琵

琶

湖

に
情

熱

と
夢

を

！

空

を

飛

ぶ
た
め
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
、
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
な
ど
、
独
創
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
溢

れ
る
新
し
い
“
鳥
人
間
”
た
ち
に
、
出
会
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
つ
い
に
消
費
増
税
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
同
時
に
行
わ
れ
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」

に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
様
の
中
に
は
「
ス
マ
ホ
も
使

い
こ
な
せ
な
い
し
、
○
○
ペ
イ
な
ん
て
よ
く
分
か
ら
な
い
か
ら
不
安
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
使
い
過
ぎ
が
怖
い
か
ら
嫌
だ
。
電
子
マ
ネ
ー
は
い
ち
い
ち

チ
ャ
ー
ジ
が
面
倒
。
結
局
自
分
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ん
て
無
関
係
よ
！
」

と
お
考
え
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
方
で

も
簡
単
で
安
心
な
「
知
る
人
ぞ
知
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
が
実
は
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
「
Ｊ
・
Ｄ
ｅ
ｂ
ｉ
ｔ
（
ジ
ェ
イ
デ
ビ
ッ
ト
）
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
皆
様
が
普
段
使
っ
て
い
る
銀
行
・
信
金
・
郵
便
貯
金

等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
買
い
物
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。
預
貯
金
の
残
高
の
範
囲
で
し
か
買
い
物
が
で
き
な
い
の
で

使
い
過
ぎ
の
心
配
が
な
い
上
に
、
使
っ
た
記
録
は
通
帳
に
記
帳

さ
れ
ま
す
の
で
分
か
り
や
す
く
安
心
で
す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
、

手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
も
還
元
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
対
象
店
舗
で
利

用
し
た
金
額
の
５
％
（
ま
た
は
２
％
）
が
後
日
振
り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
発

行
元
の
各
金
融
機
関
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
利

用
可
能
店
舗
に
つ
い
て
は
、
「
Ｊ
デ
ビ
ッ
ト
ナ
ビ
」
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
願
い
ま
す
。
な
お
、
私
が
時
間
の
許
す
限
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
全
般
に
つ
い
て
ご
説
明
・
実
演
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
店
下
さ
い
ま
せ
。
当
店
も
今

回
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
に
参
加
し
ま
す
。
賢
く
ト
ク
し

て
、
暮
ら
し
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
ま
し
ょ
う
！
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

９
～
10
月
…
毎
週
火
曜
日
が
定
休
日
で
す
。
ま
た
、
10
月
30
日
（
水
）
は
臨

時
休
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
休
日
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

時
の
流
れ
は
早
い

簡
単
で
安
心
な
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
の
お
話

★当店（メガネのサトウ）でＪデビットを100円利用
した例です（三井住友銀行の通帳）


